
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２４年５月２５日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：IMF、WB、BIS などの国際機関や各国公文書館所蔵の政府一次資料

を新たに発掘・整理して、これまで国際金融論、金融論的視角から検討されてきたブレトンウ

ッズ体制の形成史・機能論を、国際金融・資本市場史という視点から改めて捉え直し、マネー・

マーケット、キャピタル・マーケットの動きと関連させつつ、各国国民経済の戦後発展を明ら

かにする課題を、実証的かつ理論的に達成した。この成果により、現在緊急の課題となってい

る国際金融システムの安定化についても一定の政策提言を行うことも可能となっている。 
 
研究成果の概要（英文）：Our new analysis of the Bretton Woods System at the adjustable- 
peg era gave a new aspects and outcome on its origin and its working mechanism. We tried 
it by using the original documents and records of IMF, WB, BIS and National Archives of 
U.S.A and U.K. in cooperation with their staff. It is the first attempt all over the world. As a 
result, we are able to analyze the movement of the international money and capital market 
not only theoretically but historically and institutionally. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、第 2 次大戦終結前夜から 1960
年代までの時期を対象として、ブレトンウッ
ズ体制といわれる戦後国際金融秩序が、どの
ようにして形成され、また、それがどのよう
に機能したのかを、戦後の主要資本主義諸国
の動態との関連から明らかにすることを課
題とした。研究開始当初、この分野の研究は、

主として国際金融論、世界経済論の側からな
され、通貨制度史が主流であったため、国際
金融・資本市場にまで踏み込んで解明しよう
とした研究はほとんどなかった。また、この
分野の研究の担い手が、おもに国際金融論の
研究者であったため、国際市場と国内経済と
の相互の関係を問う視角も弱かった。国際的
にみても、最近ようやく Youssef Cassis, 
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Capitals of Capital ： A History of 
International Financial Center, 
Cambridge,2006 や Ranald Michie, The 
British Government and the City of 
London in the Twentieth Century , 
Cambridge,2006 などが登場したものの、
これらの具体的検討は今後の課題として残
されている。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、上述のように、これまで国際
金融論、金融論的視角から検討されてきたブ
レトンウッズ体制の形成史、機能論を、国際
金融・資本市場という視点から、改めて捉え
直し、マネー・マーケット、キャピタル・マ
ーケットの動きと各国国民経済の戦後発展
との関連を重視するなかから、ブレトンウッ
ズ体制に内在した矛盾を明らかにすること
を研究の目的とした。そして、このことを通
じて、上述の欧米における国際資本市場史の
研究と理論的・実証的連携を図り、国際金融
秩序研究の研究に新しい視角と方法を提供
することも課題とした。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず第 1 に、ケインズとホワ
イトによって代表させられてきた IMF 創立
史の固定的なイメージを、IMF 協定に参加し
た各国レベルの構想や利害までに遡って掘
り下げることにより、多角的に捉え直すこと
を目指し、これまで暗黙の前提とされてきた
アメリカの IMF 支配、「ドルの世界支配」の
構図を相対化することを目指す。その際、戦
後国際通貨制度の構築・再構築に携わった
人々の経済思想を、国際金融理論の面から究
明する作業は不可欠であって、これまで未発
掘であった IMF や各国 Archives に所在する
第一次資料の系統的発掘と検討から、この課
題を達成するという方法をとることとした。 
 第 2 に、1950～60 年代の国際金融・資本
市場の構造と動態について、できるかぎり具
体的なデータ、精密なデータに基づいた分析
を行う。そのため、最初に、1930 年代末に
戦争により金融「鎖国」に移行した国々の国
際市場への復帰を、日本の戦前外債の処理を
ケーススタディーとして分析する。つぎに、
IMF 体制のもとで、実際にどのような形で貿
易決済が行われ、貿易決済のための貿易信用
が供給されたのかを、一次史料に即して解明
する。 
 こうした方法に沿って、平成 21 年度から
23 年度の 3 年間、毎年、IMF アーカイブ、
WB アーカイブ、NARA、PRO、フランス公
文書館、カナダ公文書館等の海外資料調査お
よび蒐集に努め、これらの機関でえられた一

次資料の系統的分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
 当初想定した IMF、WB、BIS など国際機
関の一次資料、米、英、仏、独、伊、加の政
府関係の一次資料の蒐集を、ほぼ予定通りに

行うことができ、これまで公刊ベースでしか
理解されていなかった政策決定過程の内部
過程を全体として解明することができた。 
 このような形で、系統的に蒐集した一次資
料に基づく研究は、これまで世界的に見ても
行われておらず、国際金融機関史、国際金融

システム史としての本研究の意義は、国際的
にも高く評価されることが期待される。また、
こうした一次資料による分析の結果、当初の

狙いとした「これまで国際金融論、金融論的
視角から検討されてきたブレトンウッズ体
制の形成史・機能論を、国際金融・資本市場

史という視点から改めて捉え直し、マネー・
マーケット、キャピタル・マーケットの動き
と各国国民経済の戦後発展との関連を重視

する」という課題を、実証的かつ理論的にほ
ぼ達成する見通しを得ることができた。この
成果を、平成 24 年 3 月、平成 24 年 8 月に行

われる国際学会、平成 24 年 11 月に国内学会
で発表し、さらに日英の著書として刊行する
ことを計画している。 
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